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1 ．はじめに
　近年の青少年の問題行動増加の背景から、
我が国では ｢生きる力」の育成が21世紀の教
育の基本目標として強調されてきた 1 ）。また、
発達的にその延長である大学生に目を向けて
みても、社会的関係構築能力やコミュニケー
ション能力の低下などから、孤独感や疎外感
を感じやすく、さらにはストレスコ－ピング
の不適切さが指摘されており 2 ）、大学生の心
理的問題は増加傾向にあるといわれている。
このことから、大学側の学生に対する積極的
な働きかけが必要であると考えられる。その
ためには、学生全体の心理的な傾向などの実
態を把握しておくなど、大学側が学生に対し
て適切に介入し、人間形成を促進していくな
どの対応が求められる。
　一方、欧米ではそのような心の問題傾向の
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A survey of life skills acquisition of welfare university freshman
Koji YAMAMOTO、 Akira NAKAI、 Tadahiko　NAKAYAMA、 
Masahiro KAWANISHI、 Yu KODAMA
　These days it was pointed out that the problematic behaviours like school truancy or 
bullying in teenagers were due to the lack of life-skills. Thus, the aims of this study were 
a） to clarify the tendencies and characteristics of life-skills in the first-grade students of a 
welfare university and b） to offer effective suggestions for the future university education. 
65 first-grade students of a welfare university including 46 male and 19 female students 
participated in the survey of life-skills using daily life skills scale （Shimamoto and Ishii, 
2006） in the middle of April. Consequently, the score of interpersonal skills was significantly 
higher than individual skills. Self-esteem, which is a subscale of individual skills, showed a 
remarkably low score. This implies that most of the students dissatisfied with their present 
self and lacked confidence in themselves. These facts suggest that the respondents to the 
present survey would acquire communication skills sufficiently and have the ability to 
understand and assist others, but meanwhile they would feel unsure of their own words 
and deeds and be developing self-esteem. To investigate the relationships between the 
respondents’ life-skills and adaptational emotions to university and between life-skills and 
sport experiences and to assist their oncoming school life with knowledge obtained by the 
investigation will be issues in the future.
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背景には、日常生活の中で求められる社会的
スキルやライフスキル等の欠如が指摘されて
いる 3 ）。社会的スキルとは、先行研究におい
てさまざまな定義がされているが、一般に円
滑な人間関係を形成・維持するために必要な
行動 4 ） 5 ）と言われており、他方でライフス
キルは ｢日常生活で生じるさまざまな問題や
要求に対して、建設的かつ効果的に対処す
るために必要な能力」 6 ）や ｢人々が現在の
生活を自ら管理・統制し、将来のライフイ
ベントをうまく乗り切るために必要な能力」
7 ）などと定義されている。上述のライフス
キルのとらえ方からもライフスキルは社会的
スキルよりも広義な概念であるといわれてい
る 8 ）。これまでの研究においては、社会的ス
キルの方がその数の多さからも先行している
といえるが、多くの研究者がライフスキルを
測定する尺度開発やライフスキルの向上を促
進することを目的としたスキルトレーニング
プログラムの開発を試みている。また、ライ
フスキルは先述した21世紀の学校教育の基本
目標である ｢生きる力」に極めて近い概念で
あるとされ、目標設定スキルやセルフエス
ティーム（自尊感情）、ストレスマネジメント、
問題解決スキル、コミュニケーションスキル
は、ライフスキルを構成する重要な要素であ
ると考えられている 9 ）。また、大学生の日常
生活におけるスキルを測る尺度として、島本・
石井の ｢日常生活スキル尺度（大学生版）」8 ）
や中井らの ｢日常生活スキル尺度」10）がこ
れまで開発され、十分な信頼性や妥当性が確
保されている。このことから、大学新入生の
ライフスキル獲得の程度を把握しておくこと
は、今後の教育活動を進めていく上で重要な
一つの情報となりうるであろう。また、大学
新入生は大きく環境が変化し期待や不安を抱
えながらの生活となり、不適応を起こしやす
いとの報告がある11）ことからも、それを未
然に防ぎ、学生が満足した大学生活を送るた
めにも、学生のライフスキルを調査し理解し
ておくことは必要であるといえる。さらに、
中井らが述べるように、所属や専攻する学問
領域が異なる大学生についてライフスキルの
傾向はほとんど明らかにされていない10）。そ
こで本研究では、福祉系大学新入生を対象と
して、日常生活で求められるライフスキルの
傾向や特徴を性差や部活動経験の有無から調
査することを目的とした。
　
2 ．方法
2 - 1 ．調査対象者
　福祉系大学である K 大学の大学新入生67
名を対象に調査を行い、65名（男子46名、女
子19名）から有効回答を得た。回収率は97%
であった。調査対象者は、全員がスポーツ科
学に関する講義の受講生であった。
2 - 2 ．調査方法および調査期間
　調査は、調査対象者全員が受講しているス
ポーツ科学に関する講義の初回授業時（ 4 月
中旬）に集合調査法を用いて実施した。調査
対象者に質問紙を配布し、十分なインフォー
ムドコンセントを行った後、質問紙に回答し
てもらった。
2 - 3 ．調査項目
　 2 - 3 - 1 ．フェイスシート：
　対象者の学生に基本的属性として、所属、
性別、部活動経験の有無について尋ねた。
　 2 - 3 - 2 ．日常生活スキル尺度：
　島本・石井が作成した ｢日常生活スキル
尺度」 8 ）は、社会的スキルを内包するラ
イフスキルを多面的に測ることができる。
主に個人場面で展開されるスキルを表す個
人的スキル（計画性、情報要約力、自尊心、
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前向きな思考）と対人場面で展開されるス
キルを表す対人スキル（親和性、リーダー
シップ、感受性、対人マナー）という 2 つ
に大きく分類され、 8 下位尺度24項目で構
成される。また、各下位尺度と尺度全体に
は概ね満足できる信頼性・妥当性が確保さ
れている。項目の評定は、 4 件法（ 4 ：と
ても当てはまる、 3 ：わりと当てはまる、
2 ：あまり当てはまらない、 1 ：ぜんぜん
当てはまらない）より行い、分析の際、選
択肢の数値をそのまま得点化した（逆転項
目に関しては、数値を逆転し得点化した）。
2 - 4 ．統計処理
　全体で得られた回答は単純集計し、各項目
の平均値および標準偏差に偏りがないかどう
かを確認した。また、性差や部活動経験の有
無からライフスキルの獲得の程度を比較する
ため、全体の得点に男女間、部活動経験の有
無で t 検定を行った。また、調査内容の ｢日
常生活スキル尺度」は、｢個人的スキル」と
｢対人スキル」に大別されることから、それ
ぞれのスキルの獲得の程度を男女別、部活動
経験の有無から比較するために、属性別に t
検定を行った。全ての統計処理は統計解析ソ
フト（SPSS10.1J for Windows）を使用して
行い、統計的有意水準は 5 ％未満に設定した。
3 ．結果
3 - 1 ．日常生活スキル尺度の単純集計の結果
　以下の表 1 に単純集計の結果を示す。
　尺度全体において、｢感受性（M（SD）＝
9.21（1.86））」と ｢対人マナー（M（SD）＝
10.06（1.53））」で高い値が得られた。また、
各質問項目では ｢年上の人に対しては敬語を
使うことができる（M（SD）＝3.46（.61）」、
｢目上の人の前では礼儀正しく振舞うことが
できる（M（SD）＝3.37（.68））」、｢困って
いる人をみると助けたくなる（M（SD）＝
3.35（.67）」などが高得点であった。他方で
｢集団で行動をするときに先頭に立ってみん
なを引っ張っていくことができる（M（SD）
＝2.05（.74）」や ｢手に入れた情報を使って、
表 1  日常生活スキルの各下位尺度の平均値および標準偏差
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より価値の高いもの（資料等）を生み出せる
（M（SD）＝2.17（.68）」が低評価であった。
3 - 2 ．日常生活スキルの各下位尺度および
各項目得点の男女間、部活動経験の
有無の比較
　t 検定の結果を以下の表 2 、表 3 に示した。
　各下位尺度全てにおいて、男女間で有意差
がみられた因子はなかった。また、各質問項
目においても男女間での有意差はみられな
かった。さらに、部活動経験群と未経験群に
おいても有意な差がみられた因子はなかっ
た。しかし、｢何かに失敗した時にすぐ自分
はダメな人間だと思ってしまう（p ＜ .05）」
と ｢自分の今までの人生に満足している（p
＜ .05）」の項目において、部活動経験群と未
経験群で有意な差がみられた。
 
3 - 3 ．個人的スキルと対人スキルの比較
　まず、全体および属性別に個人的スキルと
対人スキルの比較の結果を以下の表 4 に示
す。その結果、対象者全体で ｢個人的スキル」
よりも ｢対人スキル」の得点が有意に高かっ
た（t（63）＝8.11、p ＜ .001）。また、男女
別でも同様に ｢対人スキル」の得点が有意に
高かった（p＜.001）。しかし、部活動経験では、
高校時代までに部活動経験群のみスキル間の
得点に有意な差がみられ、部活動未経験の群
では有意な差はみられなかった。
4 ．考察
　本研究は、福祉系大学新入生の日常生活に
おけるライフスキルを調査し、性、部活動経
験の有無から、その傾向と特徴を明らかにす
ることであった。また、その傾向や特徴を明
らかにすることで、新入生が有しているスキ
ル改善のための有効な方策について検討し
た。
表 3 　全体の得点を部活動経験の有無で実施した t
検定の結果
表 2 　全体を男女間で実施した t 検定の結果
表 4 　全体および属性別に「個人的スキル」と「対
人スキル」を比較した結果
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　まず、 8 つの下位尺度の単純集計の結果、
｢感受性」と ｢対人マナー」に比較的高い値
を示した。これは、本研究の調査対象者が日
常生活において他者を理解し受け入れたり、
援助したりするなどのコミュニケーションス
キルをすでに大学への入学時点で獲得してい
る可能性がうかがえる。また、目上の人には
敬語を使うことや礼儀正しく振舞うことがで
きることも、そのようなスキルを獲得して
いることが示唆されるであろう。先行研究12）
では、大学生の社会的スキルを包含するコ
ミュニケーションスキルの欠如が指摘されて
いたが，この結果は中井ら10）が述べている
福祉系大学生は情動性が高い傾向にあるとい
う属性が一つの要因であることを支持するも
のとなった。一方で、｢自尊心」や ｢リーダー
シップ」は、低い得点結果となった。自分自
身の行動に自信が持てず、結果として皆の前
でリーダーシップを発揮できないといった悪
循環に陥っていると考えられる。
　次に、 8 下位尺度および各質問項目におい
て、性、部活動経験の有無から検討したとこ
ろ、部活動経験を有する群が部活動未経験に
比べ ｢自尊心」や ｢前向きな思考」を示す項
目に有意に高い値を示した。これは、部活動
を経験している方がライフスキルの獲得が促
進するという先行研究 9 ）を支持する結果と
なった。本研究の対象者においても同様のこ
とがいえるであろう。また、日常生活スキル
尺度の ｢個人的スキル」と ｢対人スキル」を
比較したところ、｢対人スキル」が ｢個人的
スキル」よりも有意に高い得点であった。こ
れは、本研究の調査対象者が自分の言動に自
信を持っていないことを他者に対してコミュ
ニケーションをとることなどで自己を保って
いることが示唆される。そのような個人的ス
キルよりも先述したように他者の容認、相手
を受け容れることなどのコミュニケーション
スキルを獲得している可能性が考えられる。
これらのことは、対象者が自分自身の個人的
なスキルをまだ獲得しておらず、それを補う
ために親や友人または教師などに頼っている
ことも 1 つの要因として考えられる。
　以上のことから、福祉系大学新入生のライ
フスキルはコミュニケーションスキルなどの
対人スキルが、自尊心などの個人的スキルよ
りも獲得されていることが推察された。また、
今後の取り組みとしては、運動・スポーツの
状況下で総合的なスキルの向上を図ることで
ライフスキルが高まる可能性が示唆されてい
ることから 7 ）13）14）、身近な身体運動である
スポーツを取り入れたライフスキル教育を
導入すべきであろう。欧米では Danish らが
生涯発達を目指した介入（Life Developmental 
Intervention：LDI）の必要性を主張し7 ）13）14）、
GOAL プログラム15）や SUPER プログラム16）
などのライフスキル教育プログラムを作り出
しており、一定の効果が認められてきた。そ
れらを大学教育の中でも採り入れ、さらには
福祉系大学としての独自のプログラムを考
え、採り入れていく必要があろう。
　今後の課題として、本研究で調査した ｢日
常生活スキル尺度（大学生版）」は、対象者
のライフスキルを多面的に測ることができる
が、 1 下位尺度あたり 3 項目であることか
ら、各因子が表している内容を十分に説明で
きているとは言い難い。そのため測定領域が
限定された既存の尺度や他者評定法等を併用
していき、対象者のライフスキルを判断して
いく必要があるであろう。また、先述したよ
うに大学新入生は環境が大きく変化し期待と
不安の両方をもって学生生活を送っているこ
とから、早期に大学環境に適応していくほう
が充実した学生生活を送ることができると考
えられるため、大学生の適応感を調査し本研
究でのライフスキルの調査結果との関連をみ
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ていくことも必要であろう。さらには、福祉
系大学新入生のライフスキルと運動・スポー
ツ経験との関連をみていくなどして、学生の
心理的な情報を獲得して今後の学生生活の一
助としたい。
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